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■公文書館の半年の歩み ～これまでの主な事業～ 

令和元年９月１日に公文書館が開館して

から半年余りが経過しました。業務がようや

く軌道に乗り始めた 10月に台風 19号が襲

来し、風雨による甚大な被害を当館が所在す

る東内地区、隣接する西内地区にもたらし、

現在も復旧作業は続いている状況です。 

当館所蔵の旧役場文書からは、大雨による

千曲川堤防決壊など過去の数多の洪水記録

を見ることができますが、災害復旧に尽力し

た当時の方々の苦労がしのばれます。 

さて、これまでの来館者数は 377 人（２

月末現在）、また、閲覧申込み件数は 29件で

した。東京から研究の一環でお見えになった

方もおられます。目録検索システムがお役に

たったようです。今後も皆様の学習・研究活

動に所蔵資料を役立てていただければ幸い

です。 

                       

（館長 土屋信之） 

た当時の方々の苦労がしのばれます。 

さて、これまでの来館者数は 377人（２

月末現在）、また、閲覧申込み件数は 29件

でした。東京から研究の一環でお見えにな

った方もおられます。目録検索システムが

お役にたったようです。今後も皆様の学習・

研究活動に所蔵資料を役立てていただけれ

ば幸いです。 

（館長 土屋信之） 

■丸子郷土博物館所蔵の古今雛（こきんびな） 

江戸後期のお雛様をロビーで展示しています。丸子地域の

個人の方から寄附されたもので、全高 40～50 ㎝の大きな

ものです。当時は相当高価なものだったと考えられ、蚕糸業

で栄えた丸子地域の経済力がしのばれる逸品です。 
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■
所
蔵
歴
史
資
料
の
紹
介

 
「
芳
泉
寺
現
今
境
内
図
」(

明
治
二
十
八
年
上
田
町
文
書) 

今
回
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
、
当
館
所
蔵
の
特
色
あ
る
歴
史
資
料
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
資
料

は
、
明
治
二
十
七
年(

一
八
九
四
年)

か
ら
二
十
八
年
に
作
成
さ
れ
た
上
田
町
の
『
社
寺
関

係
書
類
』
に
あ
り
ま
す
。
明
治
二
十
八
年
六
月
、
長
野
県
知
事
宛
に
提
出
さ
れ
た
上
田
市
常

磐
城
の
芳
泉
寺
の
「
寺
門
取
調
書
」
に
添
付
さ
れ
た
絵
図
で
す
。
絵
図
は
彩
色
さ
れ
、
専
門

の
絵
師
に
依
頼
し
て
作
成
し
た
と
み
ら
れ
ま
す
。
こ
の
取
調
書
に
は
、
寺
の
由
緒
と
し
て
真

田
昌
幸
が
築
城
し
た
際
に
、
す
で
に
城
の
西
方
の
小
泉
庄
諏
訪
郷
坂
上
の
地
に
常
福
寺
と

号
し
て
所
在
し
た
と
記
し
て
い
ま
す
。
ま
た
真
田
信
之
室
の
小
松
姫
の
廟(

び
ょ
う)

や
仙

石
氏
の
廟
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
芳
泉
寺
境
内
の
西
側
に
は
、
六
両
編
成
の
蒸
気
機
関
車
も
描
か
れ
、
注
目
さ
れ
ま

す
。
わ
が
国
で
は
明
治
五
年(

一
八
七
二
年)

、
新
橋
と
横
浜
間
に
鉄
道
が
開
通
し
、
蒸
気

機
関
車
が
走
行
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
六
年
後
の
明
治
二
十
一
年
八
月
に
上
田
と
長
野
間

の
鉄
道
が
開
通
し
、
上
田
駅
が
開
業
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
乗
合
馬
車
で
上
田
か
ら
長

野
ま
で
約
六
時
間
か
か
り
ま
し
た
が
、
鉄
道
に
よ
り
約
一
時
間
二
十
分
に
短
縮
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
上
田
駅
発
の
汽
車
は
一
日
三
便
で
し
た
。
明
治
二
十
一
年
、
上
田
と
軽
井
沢
間

の
鉄
道
が
開
通
し
、
明
治
二
十
六
年
に
難
工
事
で
あ
っ
た
碓
氷
峠
ト
ン
ネ
ル
工
事
が
完
成

し
、
上
野
と
直
江
津
間
が
全
通
し
ま
し
た
。
な
お
、
上
田
駅
か
ら
上
野
駅
ま
で
は
約
八
時

間
を
要
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
公
文
書
館
・
倉
澤
正
幸
） 

 
 

 
 

■公文書館の利用方法は？ ※公文書館は入場無料（博物館は有料） 

① 資 料 を 探 す ⇒ 目録検索システムをご利用ください。 

② 閲 覧 申 込 み ⇒ 所定用紙でお申込みください。一度に５点まで。 
③ 閲 覧 を す る ⇒ 資料審査終了後に公文書館の閲覧室にて。 
※検索システムのご利用、申込書ダウンロードは上田市ホームページの公文書

館ページで。閲覧申込みはメールまたはファックスでも可能です。 

なお、個人情報が含まれる資料は閲覧できない場合があります。 


